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奄美大島佐仁方言のアクセント調査報告
一名詞の部一
上野善道
［要旨］－型アクセントであるという説と－型寸前ながら対立があるという説とがあった佐
仁方言は、私の調査によれば、３型アクセントである可能性が高いことを報告する。また、
その所属語彙に著しい片寄りがある点で特異な体系であることも述べる。
[キーワード］佐仁方言、名詞、３型アクセント、所属語彙
１．先行研究と問題点
奄美大島の北端、鹿児島県大島郡笠利町（かざりちよう）佐仁（ざに、／saN/）集落のア
クセントは、これまで(1)のように異なる報告がなきれていた。
(1)ａ，アクセントの対立がないという説
ｂ・わずかながらアクセントの区別があるという説
の２つである。1977年に私が奄美方言のアクセント調査を始めた最初の段階から、確かめた
いことの１つにこの点があった。
佐仁方言を－型アクセントとするのは服部四郎氏である。奄美方言の最初の本格的な分布
調査報告書である服部・上村幸雄・徳川宗賢(1959)には、服部氏が
1958年に1891(明治24)年生まれの泊三助氏(当時67歳)から聞いた32語のリスト
が載っているが、いずれもアクセント記号は付いておらず、凡例から－型アクセントと認定
していることが分かる。また実際、服部(1959[1959:279])にはその旨が明記きれている。
一方、「平板的尾高１型に統合する１歩前」ではあるが完全な一型ではない、と位置付け
たのは平山輝男他(1966:127-130)である。平山氏（以下、３氏をまとめて平山氏で代表きせ
る）は(2)のように述べている。
(2)「体系的な型の対立は認められず、語彙的に異型をとどめているか、特殊な音環境を
もつ語が、他の＿般の語と変化行動を共にしえずに例外となっている以外は、ほとんど
尾高的平板型になっている｡」（p､127）
－２６－
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この本は、奄美の市町村ごとに話者をまとめて掲げており、どの集落がどの話者であるか
分からない形になっているが、私の話者からの,情報に基づく限りでは、
佐仁の話者は平山氏の調査時に63歳から46歳まで
のようである。調査年代もはっきりしないが、本書の「序」に、昭和37年、３９年、４０年
（1962～65年）に全琉球の主要地点を調査したとあるから（しかも、昭和37年は与那国を中
心とする沖縄県の調査のようであるから)、服部氏の話者のほうが１０歳ぐらいは上という計
算になる。
平山氏の話者のほうが１世代古いのなら、「一型寸前」から次の「一型」へと変化したこ
とが自然な流れとして説明できるが、実際の年齢は反対になっているのである。
なお、比較的最近出た上村幸雄(1992:784-788)の50語からなるリストでも、佐仁方言は、
２拍語以上における少数の語例でアクセントの対立があることが読みとれる。ただし、１拍
語では対立なしとして音調表記は省略きれている。話者の年齢層などは不明。
２．佐仁方言調査の概要
佐仁方言に私が接したのは1979年と80年で、その時の話者は(3)の方々である。年齢と在
住地は調査時のもの。４人とも佐仁小学校を出ており、両親も佐仁の出身である。
(3)話者一覧
前田雅道氏1897(明治30)年生まれ８３歳名瀬市在住用言を調査
嶺田為雄氏1922(大正11)年生まれ５７歳名瀬市在住体言を調査
松岡竹宏氏1924(大正13)年生まれ５５歳笠利町役場で体言を調査
前田桂男氏1932(昭和7)年生まれ４７歳名瀬市在住(職場は笠利）体言を調査
その後、間があいたが、1994年と95年に嶺田為雄氏に会い、前回の調査の確認と複合名
詞・活用形などの調査をすることができた。いまだ、そのアクセント体系を解明するところ
まで調査が進んでいないが、アクセントの対立があることははっきりしたので、ひとまず中
間報告として発表することにした。
以下、体言のアクセントの考察はもっぱら嶺田氏の資料による。他の話者の分は、時間の
都合で助詞付きの形などをかなり省略したので参考資料にとどめるが、基本的に同一のもの
と見なして不都合はないようである。紙幅の関係で、用言や付属語については稿を改める。
なお、前田雅道氏はすでに他界きれていた。嶺田氏によれば、服部・平山両氏の話者もほ
とんど亡くなり、そこに名前の出ている人で現在調査のできる健在者は皆無という。
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３．アクセント調査報告
結論から述べると、明瞭にアクセントの対立が認められる、というのが私の調査結果であ
る。平山輝男氏の「－型寸前」の言葉から、読者によってはあるいは“暖昧”なものかと想
像する人もあるかもしれないが、話者の意識も（特に嶺田氏の場合は）はっきりしていて、
確認調査の際、自らミニマルベアを指摘してくれるほどであった。
かくて私の観察は、大局的には平山氏の報告の方に近いものであるが、それと食い違う点
や、補足すべき点もあるので、以下には、氏の記述を随時対比させながら述べる。全体の体
系を先に示すほうが読みやすいであろうが、なお調べるべき点を残している段階なので、拍
数別に順次検討し、最後に全体の見直しと見通しへと進めることにする。
３．１資料の見方
最初に、レイアウトの関係で稿末に別表の形になるが、全体の資料を表１と表２に掲げる。
以下の論はこの表に基づくものである。これらの表の見方は次の通り。
最初の２桁の数字はモーラ数と類別を表わす（ｘは「類未確定｣、ｚは「その他｣)。語形
は簡略音声表記で示すが、記号をキーボードから入力しやすい形に変えている（入力困難な＼
もので音韻的対立のないものは適宜まとめて示した。また「=」も上付きの横棒力塑ましい
が、その代わりとして暫定的に用いる)。その主なものを(4)に掲げる。詳しいことは上野善
道・西岡敏(1994:162-163)を参照。無声化や鼻音化の補助記号は、入力における線条性の制
約に従い、当該文字の上下ではなく(右)横に付ける。Ｎを２つの異なる意味に用いている
が、現われる位置がはっきりと違うので混同の恐れはない（本来、撹音はスモールキャピタ
ル)。
(4)本稿での主な音声記号
「－ピッチの上昇」
，‐‐声門閉鎖音く1〉‘
Ｐ,Ｔ,Ｃ,Ｋ,Ｍ,Ｎ(語頭の）-
1,Ｅ－－ｉ,ｅの中舌母音。
一ピッチの下降＝一付属語がそのままの高さで付く
､緩やかな声立て(i,ｕの前では、それぞれｊＬｗｕと表記）
無気喉頭緊張化音Ｘ一口蓋垂摩擦音(ｈとの対立なし）
‐無声化一一一鼻音化く2〉Ｎ(音節末）－はねる音
また、音声以外の関連情報には(5)を用いる。
(5)関連情報の記号
一一未調査ｘ－使わない？‐‐迷い、答えの得られなかった項目
一？--話者が自信なしとしたもの？？－確認を要すると思われる項目
［］－他から判断して、他にこの形もあるかと疑われるもの＝＝--と同形
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[sic.］－確認調査でも同じ結果になった、記録ミスにあらずの意
調査は、話者が答えやすいように意味的に相当する形を聞いたので、記録した語形が見出
し語形と同源語（対応形）とは限らない。例えば、「アス(明日)」の欄に記入してあるのは
「アシタ」に対応する形であるが、それらを一々断らないことも多い。
３．２１拍名詞
１拍名詞には、これまで(6)の２つの音調型が観察きれている。右にある単独形と助詞付
き形とが実際の音調型であるが、それをまとめて便宜的に示したのが左端の表記である。別
表はこの音調型簡易表記による。
(6)音調型の簡易表記
「○「
「○」
単独形助詞付き形
｢○(時に軽い上昇調にも）○｢△（例：、a｢､ｕ《名が》）
｢○(高平調）「○｣△(例：rpa｣ｎｕ《葉が》）
(7)に具体的な語例を示す。１拍名詞の類別語彙に対応する語形には、［］内に該当する
｢類」を記入しておく。
(7)１拍名詞の音調型とその所属語彙
「○「：「ji｢(柄[1]），｢､a｢(名[2]），｢mu｢(藻[2]），｢ja｢(矢[2]），｢nji｢(荷[3]），｢ml｢(目;穴
［3]),｢ju｢(湯[3]）,｢ju｢(夜[3]);｢zji｢(土);｢du｢(体,自分)；
「nI｢(胸),｢nja｢(貝),｢nju｢(蓑),｢ml｢(前）
「○」：「sl｣(瀬[1]),｢Cji｣(血[1]）,｢pu｣(帆[l]),｢pa｣(葉[2]）,｢pi｣(日[2]）,｢xl｣(木[3]），
「pu｣(粉[3]）,｢sl｣(酢[3]）,｢ta｣(田[3]）,｢tl｣(手[3]），｢pl｣(尼[3]）,｢sl｣(巣[x]），
「pa｣(歯[x]）,｢cja｣(茶[z]);｢tu｣(:)(十)<3>；
「Kwa｣(子)ｎｕ｣(魚)，｢so｣(竿),｢Cju｣(人),｢'０｣(泡),｢Ｍａ｣(馬),｢ho｣(皮),｢sju」
（潮),｢Nji｣(稲),｢Cji｣(乳),｢Xo｣(井戸),｢，wl｣(上),｢Ma｣(ここ),｢sja｣(下),｢'wa」
（豚）
ここで気がつくことは(8)の４点である。（a)と(c)がこの方言内部の共時的事実で、（b)と
(｡)は他方言との関係を考慮に入れたものである。
(8)ａ、２つの音調型の所属語彙数が均等ではなく、「○｣型の30例に対して、「○｢型は１４
例と半分以下であること。
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ｂ、２つの音調型の所属語彙が「類別」できれいに分かれているのではないこと。
c、むしろ、その所属の別は「語頭子音の音韻条件」と相関していること。
｡、両型とも本土方言の２拍語に対応するものが多く含まれていること。
このうち、（a)と(b)については、平山他(p・'28)に事実上指摘きれている。ただし「柄」
はｊｉｒ：と長く２拍語とある。また、「●～○▲」には「名、夜、荷、目、湯」が挙げられ、
「これらの例は｢名｣を除いてはすべて３類該当の語である。これらは過去の区別の名残りで
あろう」としているが、私の調査では「名」の他にも３類語以外のものがある。１類の
「柄」と２類の「藻、矢」が(7)に含まれていることを参照。結局、
「類」は事実上無関係
ということになる。
むしろ注意すべきは(8c)である。(7)の所属語彙の語音環境を検討してみると、(9)の相補
分布の関係が見つかるのである。
(9)「○「型は、有声音（非喉頭化音）で始まる単語のみ
「○」型は、無声音ないし喉頭化した有声音（鼻音）で始まる単語のみ
ここから両型の間に音韻的対立がない可能性も出てくる。しかし、この可能性は音声学的
理由で排除きれる。一般音声学的に見て、無声子音あるいは有声子音でも喉頭化した音は
ピッチを高くする傾向が認められる。それゆえ、もしも無声音ないし喉頭化有声音で始まる
単語が「高く始まって下がらずに続く｢○=型（｢○、「○△)」であるならば両者は同一視で
きよう。しかしながら、現実は｢○｣である。無声音ないし喉頭化有声音で始まる単語になぜ
付属語が低くつくかの理由を共時音声学的に説明できない以上、
「○｢型と｢○｣型は音韻的に対立するもの
と考える。
実際、嶺田氏は両音調型の違いを明瞭に意識しており、また、拍数は違うが、「Cji｣､u(血
が)をCji｢ｎｕと発音すると魚のチヌ(鯛)になるというような例を自ら指摘している。
ちなみに、平山他(p・'28)には「菜」が｢○｣の例として出ている。これに従えば、同じ語
音環境で２種類のアクセントが対立する実例があることになるが、私の調査では、「菜」は
「名」と同じアクセントであった。
（｡)は歴史的な視点であるが、（１０)の語例はそれぞれくの右側に記した２拍語形からの
変化と考えられる。ただし、ここでは現在の形になる前のある段階の形を示すことにし、当
－３０－
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面の問題に関わりのない点（｢前」の形がｍａｅかｍａＦｅかｍａｐｅか、「胸」の語末母音は
-ａｉでなかったかなど）には立ち入らずに簡略化する。なお、「乳」は２拍語のチチで調査
をしたので(7)に入れたが、「Cji」の形は「チ」にそのまま対応するものと考える。「乳飲み
児」などのチで、チチはその幼児語的な反復形である。
(10）短縮・融合による変化（１拍語）
「○「：「du「＜ｄｏu(胴?)，「､l「＜mawe(前）
ｒｎｌｒ＜ｍune(胸)，「nja｢＜mina(貝)，「nju「＜mino(蓑）
「○」：「tu」(:）＜towo(十），「so」＜sawｏ(竿)，rsju」＜ｓｉｗｏ(潮），「'o」＜，awa(泡)，
「ho｣＜kawa(皮)，「ho」＜kawa(川=井戸）
「Kwa」＜kura?(子ら?)，「Cju」＜pito(人)，「sja」＜sita(下)，｢Nji」＜，ｍｅ(稲)，
「，ju」＜'iwo(魚)，｢Ｍａ｣＜，uma(馬)，「Ma｣＜，uma(ここ），「'wl｣＜,uwe(上)，
「,wa」＜,uwa(豚）
ここには、アクセントの型をとわず、（11)の２つのタイプを認めることができる。
(11）短縮．融合のパターン
ａ・２重母音（からできた長母音）が短縮して生じた形
ｂ，子音十狭母音からなる第１音節が、続く音節と融合した形
(b)で語頭音節が,i,，ｕの場合も単なる脱落でないことは、残った音節の語頭子音が喉頭化
していること、および、ｉが後続音を口蓋化していることで分かる。
(9)に述べたように、これら２拍語に由来する形においても、共時的に見ると、語頭子音
の有声音／無声音・喉頭化有声音（鼻音）の条件が関与して音調型が分かれている。「矢」
を別表１の松岡氏は「，ja」と答えているが、これは，ija(イヤ＝射矢?、イは接頭辞?)に由来
すると考えれば、「ja「の嶺田氏とアクセントが異なることも上の理由で説明がつく。
３．３２拍名詞
２拍名詞には、現在までのところ、（12)の４つの音調型が見つかっている。
(12）２拍語の型の簡易表記
○｢○＝
「○｣○
「○○」
「○○｣,○｢○」
○○
○
ｒ
ｒ
一
○
形
○
ｐ
ｐ
ｑ
独
ｒ
○
○
○
単
○
ｒ
ｒ
ｒ
助詞付き形
○｢○△
｢○｣○△
｢○○｣△
｢○○｣△,○｢○｣△
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具体的な語例を(13)にあげる。
(13）２拍名詞の音調型とその所属語彙
○｢○＝：ｐａ｢､a(鼻,花Xtu｢ri(鳥),，u｢ta(歌),ｍａ｢CI(松),､a｢:(中),等々
「○｣○：「Ｍａ｣CI(火),｢to｣gE(鍬),｢ho｣ra(川),｢Kwa｣91(桑),｢Ｍａ｣ga(孫)，
「'ju｣bl(指),｢Ki｣bi(帯(腰紐)),｢pja｣ku(百),｢to｣ra,｢to:｣ra<4>(俵)，
「po｣Ki(箒),｢，e｣da(間);｢te｣pu(台風);｢Nju(c)｣Cji(命）
「○○」 ：「Na:｣(今),｢PaN｣(パン),｢PiN｣(ピン),｢PeN｣(ペン）
「○○｣,○｢○」：「kuoCji｣(口),ku｡｢sa｣(草),ku｡｢su｣(糞）
この中では、○｢○=型に属する単語が「類」を問わず現われ、その数も118項目と圧倒的
に多い。１拍語でこれとよく似た音調型と見られる｢○｢型が少数派だったことと対照的であ
る。残る２つの型に属する語彙は、（13)にあげたのが今まで採録したすべてである。別表１
には助詞付きの形が未調査のために語末に「=」も「｣」も付いていない単語があるが、そ
れらは○｢○=型とみて構わないであろう。
「○○｣,○｢○｣型と便宜的に表わした型には、該当例が現地調査では「口」ｌ例しか得ら
れなかったが、この形で安定している上に、次に扱う３拍語の例からみてその存在は確かだ
と考えた。その後、他方言との比較から、当初○｢○=型に記録していた「草、糞」にもその
可能性があると考え、執筆時に電話で確認してここに付け加えた。
「口」の音調型は、最初は語頭の無声化拍を低いと記録したが、再調査の結果、１拍目か
ら高く始まると判断した。特に助詞付きの場合に１拍目の高いことが知覚しやすかった。
（｢草、糞」の１拍目も高い可能性があり、そうなればこれら３語は｢○○｣型とまとめられ
るが、電話でのことゆえ詳細は未詳。他の類例の存否も今後の調査に俟つ゜）
ここで、まず「(12)の音調型が音韻的な対立をなすかどうか」を検討しよう。
Ｏ｢○=型と｢Ｏ｣Ｏ型とに関しては、ｐａ｢､ａと「pja｣ku、ｔｕ｢ｒｉと「to｣ｇＥなどの例を比較
すれば、ミニマルペアではないが、この２つの型が音韻的に対立することは明らかである。
分節音の違いの中に音調型の違いを生み出すだけの音声学的な理由が見つからないからであ
る（最小対は対立と判定するための効率的な手段ではあるが、その必要条件ではない)。こ
のことが、先の１拍語の｢○｢型と｢○｣型との対立を間接的ながら裏付けてくれる。
問題は、Ｏ｢Ｏ=型以外の３つの音調型の関係である。得られている例に関する限り、これ
らは現われる語音環境に制限が見られ、３者が相補分布をなしているのである(14)。
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(14）相補分布の関係
「○○｣,○｢○｣型は１拍目の母音が無声化している例のみ
「○○｣型は２拍目が長音か掻音の例のみ
「○｣○型には１拍目の無声化や２拍目がモーラ音素の例はない
「００｣,○｢Ｏ｣型は、「○｣○型の1拍目が無声化によりそこだけを高くすることが難しい
ために、声の下降が（時には声の上昇も?）１拍遅れて実現した姿である、と解釈すること
ができる。「cjioKja｣ra(力)など、後述の３拍語にも同じパターンを見出だすことができ、
｢cji｡｣Kjaraなどの形は見つかっていないこともこの解釈を支えている。
「○○｣型は、単独の発音ではむしろ「○｣○で現われるが、助詞が付くと「○○｣､ｕな
どで安定する。モーラ音素という弱い属'性の音は直前の自立モーラに従属して１つの音節と
してのまとまりを作る。助詞が付いて発話末以外の環境になった場合は、その音節がそのま
ま一体で行動をするが、単独の発音ではその弱い要素が発話末にきているので、本来の｢○」
○のパターンに従って２拍目が下がるものと考える。そして前者の実現の仕方は、３拍語に
おける｢'０:｣gi(扇)などと同じである。ここでも｢'o｣:giの形は見られないく5>・
以上に基づき、○｢○二型以外の３つの音調型
「Ｏ｣○型と｢○○｣型と｢００｣,Ｏ｢Ｏ｣型は、音韻論的に同一のアクセント
と解釈したい。これが現段階での仮説である。なお３拍語のパターン(３４)も参照。
次に、通時的視点から見ても(13)の所属語彙は分布の片寄りがある。
特に｢Ｏ｣Ｏ型に属するのは、（15)に示すように、事実上すべて元は３拍語（以上）であっ
たものである（ここでも元の形の母音の細部などは問題としない)。「百」の第１音節は、本
土方言では短いが、琉球諸方言では広く長母音の形で出る。
(15）短縮・融合による変化（２拍語）
「to｣ｇＥ＜tauguwai?(唐鍬)，「po｣Ki＜pawaki(箒)，「pja｣ｋｕ＜pjaku(百)，
「,e｣｡a＜,aida(間)，「te｣ｐｕ＜taipu:(台風)，
「ho｣ra＜kawara(河原)，「to｣ra,｢to:｣ｒａ＜tawara(俵）
「Kwa｣91＜kuwagi(桑木)，「Ki｣bi＜kikjubi（＜kikiobi(キキ帯)<6>）
「Ｍａ｣ga＜,umaga（＜、ago(御孫)＋a)，「Ｍａ｣CI＜，umatu(御火Ｃｆ・タイマツ)，
「Nju(c)｣Cji＜，inoti(命)，「,ju｣bl＜，ujubui？（＜，ojobui?(オヨビ)）
やはり、第１音節の長母音・２重母音の短縮によるものと、第１・第２音節の融合による
ものである（両者をまとめて、「語頭の２拍の融合」と表現してもよい)。
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次の｢００｣型にも融合によって生じた形が含まれている。（16)がそれである。
(16）「Na:」＜'imama?(今）ｃｆＮａｍａ(他方言の形）
これ以外は、「パ行＋ン」の外来語である（外来語のパ行音は喉頭化したP=[p，]の形で入っ
ており、在来のハ行音のp=[p］とは区別きれる)。
（15)(16)のうち「命、台風」の２語は、平山他(p､128)に「共通語で３．４拍、方言で２
拍になっている語の中に、頭高型の語が少しある」として指摘きれている。また、これら拍
数の短縮とは無関係に、２拍語は「１．２．３．４．５類を通じて尾高１型」であるが、
「｢､a｣:(今)、「ki｣bi(細い帯)、「､a｣Cu｡(火)などわずかな語が頭高型である」との記述もあ
る（表記は本稿のものに統一。以下同様)。ただし、これらの例の語頭子音は、私の調査で
はいずれも喉頭化している。
３．４３拍名詞
３拍名詞には、（17)の５つの音調型が見つかっている。
(17）３拍語の型の簡略表記
○｢○○二
○○｢○＝
○○｢○「
「○｣○○
「○○｣○
単独形
○｢○○
○○｢○
○○｢○
｢○｣○○
｢○○｣○
助詞付き形
○｢○○△
○○｢○△
○○○｢△
｢○｣○○△
｢○○｣○△
その所属語彙は(18)のとおり。○｢○○=は、他にたくさんの例がある。○○｢○=も、これ
以外に若干の語例をもつ。それ以外の型は、（18)の語例がすべてである。
(18）３拍名詞の音調型とその所属語彙
○｢○○＝：ｗｕ｢duri=(踊り）,ji｢Nga=(男),，o｢:te=(表),ko｢:ro=(心),等々
○○｢○＝：pasl｡｢ka=(二十日）,pusl｡｢ka=(二日）,，isl｡｢CI=(五つ),mlk｢Ka=(盲),等
○○｢○「：ja:｢CI｢(八つ),jo:｢ka｢(八日）,ｍｉ:｢CI｢(三つ),ｍｏ:｢CI｢(六つ),ju:｢CI｢(四つl
mlra｢bI｢(年頃の娘）
「○｣○○：「ho｣mugi(皮剥き),｢ho｣ra，ju(川魚）
「○○｣○：「ＫＯ:｣91(杭),｢sjiUgl(椎木),｢ho:｣zji(鞠),｢Ta:｣CI(二つ),｢Ta:｣ri(二人)，
「,o:｣gi(扇),｢to:｣ra,｢to｣ra(俵)<4>,｢TI:｣CI(一つ),｢Cju:｣ri(－人)，
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｢tu:｣ka(十日）,｢kjoUde(兄弟)；
｢PCN｣Pu(ポンプ);｢，uc｣Cju(年寄り)；
｢sloKa｣ｍａ(朝),｢piokja｣ri(光),｢puoku｣ru(袋),｢kuosu｣ri(薬),｢cjioKja｣ｒａ
(力）
これらの５つの音調型は、音韻論的には次の３つの型
○｢○○二、○○｢○｢、「○｣○○
に還元できると考える。
まず、○｢○○=型と○○｢○=型とは(19)の相補分布の関係にある。
(１９）○○｢○=型は２拍目が無声化拍か促音の場合
○｢○○二型はそれ以外の場合
そして付属語の付き方は両型とも同じである。無声化拍・促音とも高いピッチを担いにくい
という音声学的に合理的な理由により、この２つの音調型は同一扱いできる。
それに対して、○○｢Ｏ｢型は事情が異なる。単独の発音においては○○｢○=型と同じよう
であるが、付属語が続くときの音調がはっきり違い、両者を同一視することはできない。こ
の型は数詞を含む単語が大部分を占め、その２拍目はほとんどが長音であるが、モーラ音素
を含まないmlra｢bl「の例も別にある（用言でも、njicja｢ka(見たい)の例がある)。また、
２拍目が長音であっても、○｢○○二型とは(20)のように（共時的に）同じ環境で対立してい
る。したがって、○○｢○｢型は○｢○○二型.○○｢○二型とは別の型と認定きれる。
(20）○｢○○=型と○○｢○｢型との対立例
○｢○○＝：jo｢:ta=(言葉)、ｔａ｢:go=(卵)、ｋｏ｢:ro=(心）
○○｢○「：jo:｢ka｢(八日）、ｊａ:｢CI｢(八つ)、、o:｢CI｢(六つ）
「Ｏ｣○○型と｢○○｣○型は、２拍語の(14)で見たのと事実上同じ(21)の相補分布をなして
いる。そして(１４)に対して述べたのと同じ理由で、（21)の２つの音調型は音韻的には同一の
型であると解釈する。すなわち、「○｣○○型が本来の型であるが、１拍目か２拍目のどちら
かが自立`性が弱い場合は、１．２拍とも高くなる形で高ざを保つのである。
－－
(21）「○○｣○：２拍目が長音か擬音か促音、あるいは１拍目が無声化拍
「○｣○○：それ以外（１．２拍とも無声化のない自立拍）
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（14)との違いは、そこでは２拍目が長音か擢音の場合（｢○○｣型）と１拍目が無声化拍の
場合（｢○○｣,○｢○｣型）とを分けていたが、（21)ではそれが同じ（｢○○｣○）になってい
る点だけである（促音は語末に立てないために２拍語の場合にはありえない)。これは、
(14)に付属語が続いたときにその２つの音調型の区別がなくなるのと並行する事実である。
先に3.3で(14)のこの２つの音調型は対立なしと解釈したが、それが３拍語によって裏付け
られていることになる。
３拍語について平山氏は、「ほとんど尾高型」で「１…７類の全類にまたがる」とし、「中
高型は３拍の基本語約100語のうち、次の３語だけである。これも第１拍の母音が無声化す
ることが多い｡」（p､128)と述べて、cji｡｢kja｣ra(力),pu｡｢ku｣ru(袋),ku｡｢su｣ri(薬)をあげて
いる。私の観察した限りでは、これらの1拍目は常に無声化し、しかも１拍目からピッチが
高く始まるものと聞いた。
また、「頭高型」は２語だけとして、「'o｣:gi(扇)と｢nju｣ccjio･｢nju｣:cji｡.<｢nju｣cjioとも〉
(命)をあげ、「第２拍が促音か長母音かで特殊な音環境の語である」（pl29)と述べている
が、第２拍が促音か長母音の場合、私の話者は２拍目まで高く、例えば「扇」は「'o:｣ｇｉ
であった。「cjioKja｣ｒａと区別がなかったことになる。
そして、本稿にいう○○｢○｢型への言及は、氏には見られない。したがって、３拍語に３
種類の対立を認める点では平山氏と私は同じであるが、内容的には大きく異なる。拙案では
氏の中高型と頭高型をそもそも同一の音調型と見なした上で、それらが本来の｢○｣○○型と
音韻的に対立をなぎないと解し、そしてこれとは別に、氏の触れていない○○｢○｢型を第３
の型として認めているのである。まとめると、（22)の関係になる。
(22）平山氏
尾高型○｢○○＝
中高型○｢○｣○
頭高型「○｣○○
？
上野
○｢○○＝
LT窪|対立な上
○○｢○「？
３．５４拍名詞以上
４拍語以上になると語例がまだきちんと揃っていないが、４拍名詞では(23)のようになっ
ており、３拍名詞と同様の解釈ができる。
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(23）４拍名詞の音調型とその所属語彙
○｢○○○＝：ｈｕ｢wlbaKu=(米箱),ko｢:､CCI=(九つ),ja｢:Kwazji(山火事),等々
○○｢○○＝：（nlpu｡｢taN＝寝た。名詞の例はあるはずなれど、未採録）
○○○｢○「：ｎｏ:sji｢ro｢(苗代）
「○○｣○○：「sjoUgwaCI(正月）,｢､l:｣Fusji(前腰＝前後ろ)，
「kuoCji｣zjasji(口出し),｢kuoCjimutu(口もと）,｢kuoCji｣biru(唇）
「○｣○○○：「'i｣biriN(物貰い＝でき物)，｢Nju｣Cjigake(命懸け)，｢Nju｣Cjizlna(命
綱),｢xl｣no:ri(木登り），
5拍名詞の例も(24)に示す。
(24）５拍名詞の音調型とその所属語彙
○｢○○○○＝：ta｢karamuN=(宝物)ｊａ｢:no:ri=(山登り几ko｢:rogE:=(心掛け),等々
○○｢○○○＝：（,asl｡｢klraN=預けない。名詞の例は未採録）
○○○○｢○「：（未採録）
「○○｣○○○：「CjioKja｣ramuN(力持ち）Ｃｆ.｢CjioKja｣rasjigutu(力仕事）
「○｣○○○○：「Nju｣Cjislrazl(命知らず=長寿者)ＪＭａ｣craslbi(火遊び),｢ho｣ra,aslbi
（川遊び）
３．６複合語のアクセント
表２は前部要素に着目しながら複合語を調べたものである。その一部は、すでに前節の例
として出している。表２の［］内の数字は類、（）内は語構成を示す。
結論だけを述べると、ここにおいても○｢○(○…)=が圧倒的に多い。それ以外の型に関し
ては、（25)の規則的な関係が見られる。一種の式保存である。
(25)｢○｣○一型と｢○○｣-型は、その前部要素もそれぞれ｢○｣－，「○○｣-型のもののみ
ただし、その逆は必ずしも成り立たず、特に１拍語の｢○｣を前部要素とするものには、そ
の複合語が○｢○(○…)＝となっている例外が多い。○｢○(○…)=型が無標形であるために、
新しくできた複合語などはこのパターンをとるのであろう。この場合に式保存が当てはまら
ないより根本的な理由は、無標型が１拍語と２拍語以上とで異なることにあろう。これまで
の例からも分かるように、その出現語数から見て、１拍語では｢○｣型が無標なのに対し、２
拍語以上では○｢○(○…)が無標なのである。
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３．７まとめ
以上をまとめると(26)のようになる。「○○｣(○…)は、「○｣○(○…)にまとめて示す。
(26）１拍
Ａ－－
Ｂ「○「
Ｃ「○」 ○
｜｜
加川９．ｑ
ｒ
３拍
○｢○○＝
○○｢○「
｢○｣○○
４拍
○｢○○○＝
○○○｢○「
｢○｣○○○
５拍
○｢○○○○＝
？
｢○｣○○○○
佐仁方言は「３型アクセント」である可能性が高いという暫定的結論が得られる。以下、
その３種の系列を便宜的に「Ａ,Ｂ,C」と呼ぶことにする。
３型アクセントという視点で見直してみると、（26)は２拍語でＯ｢Ｏ｢型が欠けていること
が目につく。あらためて付属語の付き方をチェックする必要がある。今後の調査によってこ
の型が見つかる可能性があるが、しかしまた、（○)○○｢○｢型自体が希なものなので、○
｢○｢○型は存在しない可能性も考えられる。
その中にあって１拍語の｢○｢型を「Ｂ」に位置付けたのは奇異にうつるかもしれないが、
２拍の助詞を付けた形がnara｢9a(名から)、mlga｢rl(目まで)など、○△｢△となるからであ
る。１拍語に「Ａ」に相当する型があるとしたら、単独や１拍の付属語を付けたときには
｢○｢型のそれと同じで、２拍以上の付属語を付けたときに○△｢△と異なる○｢△△という
形で現われるはずであるが、その存在は期待しにくいであろう。Ｎ型アクセントにおいて、
アクセント単位の長さが短い場合は対立数が一定数Ｎに達しないことは珍しくない。（26)に
おいて１．２拍語で対立数が２であっても、それは不自然な体系ではない。
今、３型アクセントという仮説が正しいとして、その体系を構成している３（ないし２）
種類の型における所属語彙を見てみると、そこには極端な片寄りが存在する。
すなわち、２拍語以上においては、「B」は今のところ３拍語以上で数例見られるだけで、
かつ３拍語では大部分が数詞である。「C」は、より長い拍数の単語から短縮・融合によっ
て生じたものか、モーラ音素や無声化がからむものが多い。長い拍数になると、「c」で出
るのは、今述べた条件を含む形態素を前部要素とする複合語がほとんどになる。圧倒的に多
いのが「A」である。ただし、１拍語だけは数が逆転し、「C」が最も多くなっている。
このため、同じ条件下で対立しているような語例が非常に見つけにくい状態になっている。
３種類の型がほぼ対等な資格で張り合っている体系とは言いがたい面があるのである。この
アンバランスが佐仁方言の１つの特徴と言えそうに思われる。平山氏が(2)で述べているこ
とも、結局これに繋がることなのであろう。
ここまで来て、服部四郎氏の調査報告を見なおすと、調査に対する1つの教訓が得られる
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ように思われる。氏の調査がどのようなものであったか知る由もないが、服部・上村・徳川
(1959)に載っている語例を私の調査結果と対比きせてみると、２拍名詞19語はすべて「A」
に当たるものである。１拍名詞は８語が「C」で、１例だけが「B」となっている。服部
(1968:82-83)には同じ話者から聞いた「雲、玉」などの例も出ているが、それらもすべて
「Ａ」に属すものである。
あくまでも氏の話者と私の話者との間に世代差・個人差がないものと「仮定」しての話で
あるが、２拍名詞は結果として「A」型に属するものばかりを調べたために－型と判定する
ことになったものであろう。しかもそれらは、２拍目から高くなって助詞もそのまま続く、
いかにも－型アクセント的な音調型をとるのである。
１拍語はどうかという問題は残るが、その詮索よりも大切なのは、類別語彙を考慮しなが
ら調査語彙を選んでも、その数が少ないと対立を見逃してしまう可能性がある、ということ
である。この点は、いかに正確な調査であってもカバーしきれないことである。佐仁方言の
ような片寄りのある体系では特にそうである。短時間調査のもつこわさである。
現実の野外調査にはざまざまな制約が伴う。特に時間の制約は決定的で、「広く」と「深
く」を同時に満たすことは極めて困難である。地点をたくざんこなす必要のある地理的分布
調査では、必然的に調査項目数が少なくなる。本稿の調査も、元は奄美諸方言アクセントの
分布概観調査から始まったもので、３人の話者は１時間前後の出会いだけであり、嶺田氏に
ついて若干の記述調査の色彩をその上に加えた段階にとどまっている。どういうミスがある
か分からない。それを少しでも減らす機会を早く得たいを思いつつ中間報告とする。
［注］
<1〉この使い方は、大分前から個人的に用いているものである。琉球方言の「音韻記号」と
しては、服部四郎氏以来、「，」が声門閉鎖のない緩やかな声立てを表わし、声門閉鎖音には
「2」を当てる習`慣がすでに確立している。これと私の用法（本稿では簡略音声記号として
使っているが、音韻記号としても用いる）とは、次のように異なる。
琉球方言服部式拙案Cf､東京方言
声門閉鎖音（はっきりした声立て）？
緩やかな声立て （なし）
同じ「,」が別の意味を表わして混乱する恐れがあるものを慣用に反してまで用いるのは、
拙案の方がより統一がとれ、かつキーボードからの入力にも便利だと考えるからである。も
とよりこれは単に記号の選択の問題に過ぎないが、それだけに実用的に便利なほうを取りた
いと考えてのことである。
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統一を考えた背景には、次のような事情がある。「犬」など、いわゆる“母音”で始まる
単語の頭には、東京方言のはっきりした発音では声門閉鎖音が現われる。ところが、その声
門閉鎖を伴った「犬」が音韻記号では/'inu/と表記されるため、記号の分かる琉球方言の話
し手（ネイティブの研究者）は違和感を覚えるという。彼らの耳には同じに聞こえる声門閉
鎖音が、本土方言では/，/、琉球方言では/2/と別に表記され、しかも、その/，/が琉球方言で
は緩やかな声立ての記号に使われているからである。
ざらに、琉球方言内でも、「,」が母音・半母音あるいは鼻音の前では緩やかな声立てに対
応する音韻記号として使われながら、子音の後では[k，]のように無気喉頭緊張化音（広義の
喉頭化音の一種であるが、放出音ではない）を表わす音声記号である（人によってはそのま
ま音韻記号にも用いる)、というやや込み入った関係になっている。このため、誤解のない
ようにわざわざ注記をしている文献きえあるほどである。
拙案では、これが一貫した使い方になるので、方言間でも方言内でも理解しやすいものと
思う。（服部音韻論における東京方言の/,/の位置付けは、厳密に言えば声門閉鎖音そのもの
に対応するものではないが、ここでそれを問題にする必要はないと考える｡）
最近では、これにもう１つ、パソコン（ワープロ）における入力という現実的な要求も加
わった。事実上キーボードにある記号しか使えないと言ってもいいテキストファイルにおい
ては、ＩＰＡの声門閉鎖音の記号は入力できない。汎用性のない外字に頼るか、疑問符あたり
で代用するしかないのである。入力に不向きな記号を別の記号で代用すること自体は勧めら
れるべきことであるが（本稿の(4)を参照)、疑問符は本来の意味でも使いたくなることが多
く、記号とその意味・用法との間に１対１の関係を保てなくなるという問題がある。
この入力の点でも、声門閉鎖音を「'」で表わすことは便利である。もう一方の「`」は、
以前一部のキーボードでそのままでは入力できないという話を聞いたことはあるが、JISに
もある以上、仮に困難があっても｢?｣の比ではないはずである。
具体的な代用記号の選択は別案も考えられるが、特にこの２つの記号を選んで各々を声門
閉鎖音と緩やかな声立てに割り当てたのには、他にも理由がある。
まず、「，」はセム語では声門閉鎖音の転写に用いる。国際音声字母の[2］も、そもそもこ
の「,」を形を変えて作ったものである。つまり、「，」と「2」は本来同一のもので、声門閉
鎖音に「`」を当てることは何ら問題がない。
一方、「`」はセム語では咽頭有声摩擦音の転写に当てられる。その記号の向きのままに、
IPAでは声門閉鎖音の逆向きの記号で表わきれる音である。この場合は緩やかな声立てその
ものを表わすわけではないが、声門閉鎖を伴わない点で緩やかな声立てのほうに近いと言っ
ていいものであり、かつ記号の形が声門閉鎖音の「'」と対照的で、対比を表わすのに好都
合だからである。（ただし、フォントによっては「，」と「`」の視覚的なコントラストが付き
にくいことがあるのが欠点ではある。また、「`」が気音でないことも一言断る必要があるか
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もしれない｡）
なお、「．」は音韻レベルでは必ず用いるが、音声レベルでは、［`i]［u]の場合は一般にわ
たり音が入るので、i][wu]で表わして「.」は使わずにすますこともできる。他の母音の前
では出現頻度が低いし、声門閉鎖音に対して［，］を一貫して表記していれば、それのない
ところは緩やかな声立てであることが分かる（本稿でも自明の部分は省略した)。しかし、
声門閉鎖がないことの明示的な印として［]を用いておくことは、記録ミスを防ぐ上で有効
である。
<2〉佐仁方言はマ行子音の[m]が母音間で鼻的半母音の[-ｗ--]で現われることが特徴であ
る。平山他(1966)はこれを「鼻的子音音素」と解釈して、の一種の上付きで表わすが、服
部氏はその書評においてこれを批判し、／-,-/と解釈している(1968:82-83)。私も服部氏の
立ち場に立つ。私の調査では、最年長の前田氏にはこの鼻的半母音が現われるが、嶺田氏以
下では鼻音性が完全に落ちて[-Ｗ-]になっている。すでに/-Ｗ-/と解きれる。さらに世代が
若くなると[-W1-]＞[-(w)u-]の変化も起こっている。これについては稿を改めたい。
<3〉「十」は母音が短いと見るが、長い形を記録しているところもあるので、念のため両形
をあげておく。
<4〉「俵」の母音の長短は、２回の確認調査の際にそれぞれ違う答え（内省判断を含む）が
得られたので併記した（短母音形が本来形で、長母音形は他方言からの借用語か)。
<5〉この点、「音節」の観点から「拍」を再検討をしてみる必要もある。音節で整理すると、
3.7でその欠落を問題にする○｢○｢型も存在することになる。しかし、それにはそれで別の
問題点もあり、しばらく、「モーラ」を「拍」として記述を進める。
<6〉「キキオビ」の形は中本正智(1981322)を参照した。
［引用文献］
上村幸雄(1992）「琉球列島の言語（総説)」亀井孝・河野六郎・千野栄一編『言語学大辞典』第４巻世
界言語編下．2,771-814、三省堂
上野善道・西岡敏(1994）「喜界島方言の用言のアクセント資料」ＡＡ研『アジア・アフリカ文法研究』
２２，１６１－３１２
中本正智(1981）『図説琉球語辞典』、金鶏社
服部四郎・上村幸雄・徳川宗賢(1959）「奄美諸島の諸方言」九学会連合編『奄美』、403-432、日本学
術振興会
服部四郎(1959）「奄美群島の諸方言について－沖縄・先島諸方言との比較--」『人類科学』11,77-99
（『日本語の系統』岩波書店(1959)に再録、275-294）
服部四郎(1968）「書評：平山他(1966)」『国語学』74,81-85
平山輝男他(1966)＝平山輝男箸、大島一郎・中本正智共著『琉球方言の総合的研究』明治書院
[付記］４人の話者の方々、とりわけ嶺田為雄氏に厚く御礼申しあげる。この調査は文部省科学研究
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費の奨励研究(1979,80)と一般研究(C)('94,95)によって行なったものである。
セム語に関して柘植洋一氏のご教示を得た点がある。入力には西岡敏・古賀義顕両氏の手助けを受
けた。資料整理の際、田野村忠温氏のソフトを利用した。
服部四郎先生の追悼論文に、一部、その説と異なるところが出てしまったが、先生の音声実質を重
んずろ音韻論の考え方が本稿を貫いていることは明らかであろう。
(うわのぜんどう・東京大学教授）
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別表１佐仁方言の体言のアクセント資料
嶺田為雄(T,11）
「ji「
「Ｋｗａ」
「sl」
「cji」
「Ｐｕ」
「、ａ「
「Ｐａ」
ｔｉ｢daN＝
「ｍｕ「
「ja「
ｊｅ｢zu＝
「xl」
「pu｣[sic.］
「sl」
「ta」
「tl」
「Ｍａ｣ＣＩ
「pl」
「ｍｌ「
「ju「
「ju「
類読み
１１エ
1１．
１１セ
1１チ
1１ホ
１２ナ
1２ハ
1２上
１２モ
１２ヤ
1３エ
１３キ
1３．
1３ス
１３タ
1３テ
1３上
1３へ
１３メ
1３ユ
1３ヨ
1ｘケ
1ｘス
lｘハ
lｚチャ
2１アメ
２１イカ
２１ウオ
２１ウシ
２１エダ
2１エビ
１
１
陽
オ
太
記
賊
何
老
１
表
柄
子
瀬
血
帆
名
葉
日
藻
矢
絵
木
粉
酢
田
手
火
屈
目
湯
夜
毛
巣
歯
茶
飴
烏
魚
牛
枝
海
松岡竹宏(T､13） 前田桂男(S､07）
｢ji「
｢Ｋｗａ」
｢ji「
Ｎ
Ｊ
Ｊ
ｒ
Ｊ
血
卯
皿
ｍ
ｍ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
位
Ｊ
ｒ
Ｊ
”
Ⅲ
ｕ
ａ
ａ
Ｃ
ｐ
ｎ
ｐ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
｢，ja」
je｢ｚｕ
｢xl」 ｢xl」
｢ｐｕ
｢sｌ
｢tl」
｢Ｍａ｣ＣＩ
｢ｐｌ
｢ｍｌ「
｢tl」
｢Ｍａ｣ＣＩ
｢Ｐｕ
｢ｍｕ」
pi｢gLpu｢NgI(うぶ毛）
｢sl」
「Ｐａ」
｢cja」
，a｢mlkwasji(飴菓子）
，i｢kja＝
｢，ju」
，u｢sji
ju｢｡a＝
，i｢ｂｉ＝
｢ｓｌ
｢ｐａ」 ｢ｐａ」
,ａ「ｍｕ
，i｢kja
Fju
ju｢｡ａ
，i｢ｂｉ
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ha｢zI
ga｢Ｎ
ｈａ｢zl＝
ga｢Ｎ＝
ｈａ｢､l＝
x(hu｢bu-?）
ｈａ｢gama
ka｢ja＝
ｋａ｢e＝
Ｋｉ｢zl＝
Ki｢ri=(普）
Ｋｕ｢gi＝
｢kuocjilsic.］
Ku｢nji＝
Ｋｕ｢ｂｉ＝
｢to｣gE
hu｢sji=,､a｢ganl(腰骨あ
１
１
疵
頚
帳
く
Ｉ
風
蟹
金
壁
釜
蚊
粥
傷
霧
釘
口
国
首
鍬
腰
ゼ
ニ
ネ
ベ
マ
ヤ
ユ
ズ
リ
ギ
チ
ニ
ビ
ワ
シ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
キ
キ
ク
ク
ク
ク
ク
コ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
ｈａ｢gａｍａ
ka｢ｅ
Ｋｉ｢ｚｌ
Ｋｉ｢ｒｉ
Ｋｕ｢gi
ku｢cji
Ku｢ｎｊｉ
Ｋｕ｢ｂｉ
｢to｣gE
hu｢sji
ka｢ｅ
たり）
，ｕ｢rl＝
ｇｕ「ｗａ＝
「ｓｏ」
ｓａ｢gi＝
ｓｅ「:＝
ｓａ「ｒａ
ｓl｢so=(＝紫蘇）
sl｢Ku=[sic.］
su｢｡'=[sicJ
ta｢ｗａ＝
ta｢Ｋｉ＝
ｄｅ｢:＝
ＣＩ｢ｂｕ
ＣＩ｢ｗｌ＝
to｢ko[sic.］
｡u｢sji(gwa)＝
ｔｕ｢ri＝
＃ta｢NmuN=(反物）
ｈｕ｢ｒｉ
ｇｕ｢ｗａ
「ｓｏ
ｓａ｢ｇｉ
ｓＥ｢：
麻
此
胡
竿
鷺
酒
Ⅲ
裾
底
袖
鷹
滝
竹
壺
爪
床
友
鳥
布
レ
マ
オ
ギ
ケ
ラ
ソ
コ
デ
力
キ
ケ
ポ
メ
コ
モ
リ
ノ
コ
ゴ
サ
サ
サ
サ
ス
ソ
ソ
ダ
ダ
タ
ツ
ツ
ト
ト
ト
ヌ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
'ｕ｢gu」ｗａ
Ⅶ
Ⅶ
Ｍ
ｍ
Ｅ
ｕ
ｕ
ａ
ａ
Ｅ
ｓ
Ｓ
ｔ
ｔ
ｄ
Ｘ
Cu｢ｕ CI｢ｕ
ｔｕ｢ri
ko｢：
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ｊ
ま
く
り
聞
作
で
米
ｊ古
’
ｌ
近
●
●
Ｉ
Ｃ
ｃ
く
最
。
’
・
１
ｓ
ｓ
Ｅ
ｌ
Ⅲ
く
Ｆ
ｌ
ｌ
’
一
西孵川山耐血岬昨》Ⅶ山小川伽岼州岼岼岼荊ｍ
ｌｌ
ｌｌ
ｒ
ｊ
根
偉
蝿
箱
蜂
鼻
羽
髭
暇
笛
蓋
札
筆
腰
星
右
水
道
虫
棟
籾
エ
コ
チ
ナ
ネ
ゲ
マ
エ
タ
グ
デ
ソ
シ
ギ
ズ
チ
シ
ネ
ミ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ヒ
ヒ
フ
フ
フ
フ
ヘ
ホ
ミ
ミ
ミ
ム
ム
モ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
ｕ
》
Ⅱ
》
ａ
Ｔ
１
ａ
Ｋ
（
し
ｎ
ｎ
．
印
ｗ
Ｊ
証
証
証
Ｔ
Ｔ
Ｄ
ｃ
ｐ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｓ
Ｄ
＆
Ｄ
△
ｐａ｢、ａ
pi｢ｗａｐｊｗ｢ａ
●●□■＆
ｍ
ｍ
ｕ
訓
孟
叩
・
印
Ⅱ
ＦＩＩ．’’－０’０００｜●‐‐‐｜ⅡⅡ０｜ⅡⅡ０｜ⅡⅡ‐
皿
卯
Ⅲ
皿
皿
叩
加
ｐｕ「sｕ
ｍｕ｢zｌ
､u｢sji
、ｕ｢ｍｉ＃、u｢mｉ
mon
mu｢ri(木は
無関係）
ｍｏ「：桃森2１モモ
２１モリ Ｘ
ja｢ri＝
ju｢ka
ju｢ri=(目の粗い筋も同
形）
jo｢ko[sic.］
ju｢ｗｌ＝
Ｘ
，ａ｢rl＝
，i｢sji＝
，ｕ「ta＝
，ｕ「ｔｕ＝
〈ロ
槍
床
百
２１ヤリ
2１ユカ
ju｢rｉ２１ユリ
横
嫁2１ヨコ
ｊｕ｢ｗｌ
，ａ「ｚａ
ju｢ｕ１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
メ
ザ
レ
シ
タ
ト
ヨ
ア
ア
イ
ウ
オ
徳(ほくる）
あれ(彼）
石
歌
工z二
曰
'i｢sji，i｢sji
，ｕ「ｔａ
，ｕ「tｕ ,ｕ「tｕ
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Ｘａ｢ta＝ Ｘａ｢ta
Xa｢bi=(古),ka｢､i＝ｋａ｢ｂｉｋａ｢ｂｉ
｢ho｣ｒａ 「Ｘｏ｣ra
Ki｢ba-?(猪おらず）Ｋｉ｢ｂａ？
｢ＫｏＵｇｌ 「ＫＯ｣ｇｌ
ＸＸＸ
｢sja」 sji｢ｍｏ
ｔｕ｢zji＝ｔｕ｢zji
CI｢ru＝ Ｃｕ｢ru
na｢ＣＩ＝、a｢ＣＩ
ｎｏ｢gi=KoE
pa｢sjipa｢sji＝ｐａ｢sji
pa｢ta＝ｐａ｢ta
pi｢zji＝ ｐｉ｢zji
｢Cju」 「Cju」
pi｢ru＝ ｐｉ｢ru
pu｢ju＝
｢､l｢(胃胸),､l｢gucji=(鎖骨付近）ｍｕ｢ｎｅｍｕ｢nl
pi｢guru＝ ｐｕ｢guru
pa｢gi＝ ｐａ｢ｇｉ
，a｢cja＝ ，a｢sja
ponri(落とし穴)，
｢､l｢(節穴）
，a｢Ｎ＝，ａ｢Ｎ ＦａＮ
Ｆｏ」 「'０」
，i｢Ｎ＝，i｢Ｎ
，i｢ｒｕ＝ ，i｢ｒｏ
，u｢zji＝
｢Ｍａ」 「Ｍａ」
，ｕ「Ｎ＝，ｕ｢Ｎ 「，ｕ｣Ｎ
，ｕ「ｒａ
，o｢nji＝，o｢nji
１脚
日
型
紙
川
牙
杭
串
下
妻
弦
夏
虹
橋
旗
肘
人
昼
冬
胸
垢
足
明
穴
タ
ミ
ワ
バ
イ
シ
モ
マ
ル
ッ
ジ
シ
タ
ジ
ト
ル
ユ
ネ
カ
シ
ス
ナ
カ
カ
カ
キ
ク
ク
シ
シ
シ
ナ
ー
ー
ハ
ハ
ヒ
ヒ
ヒ
フ
ム
ア
ア
ア
ア
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
網
泡
犬
色
蛆
馬
膿
裏
鬼
貝
瓶
ミ
ワ
ヌ
ロ
ジ
マ
ミ
ラ
ニ
イ
メ
ア
ア
イ
イ
ウ
ウ
ウ
ウ
オ
カ
カ
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２ ｢nja「 「nja「 nja｢,｢nja」
ｈａ｢ｗｌ＝ ｈａ｢ｕ Ｘａ｢ｕ
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｢ho」
Kjo｢:=(豚など動物の
肝臓）
ｋｕ。「sa」
saEKi二
kｕ・「su」
Ｋｕ｢o＝
｢ho
Kjo｢：
皮
肝2３カワ
２３キモ Kjo｢：
ｋｕ｢sa
sa｢ｂａＫｉ
ｋｕ｢ｓｕ
Ｋｕ｢ｏ
草
櫛
糞
雲
サ
シ
ソ
モ
ク
ク
ク
ク
３
３
３
３
２
２
２
２
Ｋｕ｢ｍｏ，
'a｢ugu｣o(雨雲）
｢ＫｗａＪｇｌ
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「cjioKja｣racji｢Kja｣ｒｊａ
ｍｌｋ｢Ｋａ＝ｍｌｋ｢Ｋａ
，ａ「:＝ ，ａ「：
ｋａ｢rada＝，「｡ｕ「
ｐｕ｢zjiKi=[sic.](癩病ｐｕ｢zjiKi
，患者も）
ｋｕ「ｂｕ＝ ｋｕ｢bｕ
'ａ「：
昆布3Ｚコンブ
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ｓａ｢ta＝ｓａ｢ｔａ
｢｡ｕ「「ｄｕ「
taEKu= taEKu
pa｢blra=(蛾も）ｈａ｢blra(蛾も）
｢tu:｣ka(==遠い）
､a｢naCI＝、a｢､a:ＣＩ
ｈａ｢:ri＝
Ｐｕ｢rasu＝ Ｐｕ｢rasｕ
｢ＰＣＮ｣Ｐｕ ｢PoMPu
mu｢kazl＝ｍｕ｢kazl
pa｢gfutu＝ ｐａ｢gi，utu
，a｢toCIgi＝,a｢toCIgi
pl｢turja＝ｐｕ｢turja
,ｕ｢Nbata＝
，ｕ「ｔｕｔｕ＝ ，ｕ「tutu
｢kjoude 「kjoUde
(Cf・女兄弟＝ｗｕ｢nari=,男兄弟＝je｢:ri=）
ｋｏ｢Nka＝
ko｢:､CCI二ｋｏ｢:ｎｏＣＩ
ｈｕ｢ｗＩｂａＫｕ＝ ｈｕ:｢ｂａＫｕ
ｓａ｢:zlkl=,cjo｢ｋｏｓａ｢:zlkl
｢sjoUgwaCI
cja｢basjira＝cja｢basjira
Fuc｣Cju Fuc｣Cju
pu｢ru=,pu｢ruNga(｣)bu＝ｐｕ｢ｒｕ
ｍａ｢CIgl＝、a｢ＣＩｇｌ
ｍｌ｢zlKui＝ｍｌ｢ｚｌＫｕｉ
ｍｕ｢Cjiguwl二ｍｕ｢Cjiguu
wu｢gi＝ｗｕ｢gi
ta｢karamuN＝ｔａ｢karamuN
pa｢nasjigui＝ ｐａ｢nasjigui
mu｢Nmurai=；ｍｕ｢ｒＥＮ
｢，i｣biriMgwa）
ｐｕ｢CImuCji＝ puc｢CImucCji
砂糖
自分
タバコ
蝶々
十日
七つ
秤
プラス
ポンプ
百足
足音
後継ぎ
稲妻
海端
弟(妹）
兄弟
3ｚサト-
3ｚジブン
3Ｚタバコ
3Ｚチョーチョ
3ｚトーカ
3ｚナナツ
3ｚハカリ
3ｚプラス
3ｚポンプ
3ｚムカデ
4ｚアシオト
4ｚアトツギ
4ｚイナズマ
4Ｚウミバタ
4ｚオトート
4ｚキョーダイ
Xa｢bura(蛾も）
ｐａ｢:ri」
｢ＰｏＮＰｕ
九日
九つ
米箱
酒杯
正月
茶柱
年寄り
にんにく
松の木
水汲み
もち米
砂糖黍(荻）
宝物
話し声
ツ
ラ
ビ
ノ
エ
イ
ー
カ
ツ
コ
キ
ガ
シ
リ
ク
キ
ミ
メ
キ
モ
ゴ
ラ
ノ
ノ
バ
ズ
ー
バ
ヨ
ニ
ノ
ク
ゴ
｜
ラ
シ
モ
コ
コ
メ
カ
ョ
ヤ
シ
ン
ッ
ズ
チ
ト
カ
ナ
ノ
コ
コ
コ
サ
シ
チ
ト
ニ
マ
ミ
モ
サ
ダ
ハ
モ
Ｚ
Ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
Ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
Ｚ
ｚ
ｚ
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
ko｢:､CＣＩ
sa｢:zI｣ｋｌ
ｍａ｢ＣＩ｣gｌ
物貰い(人;でき物）
5ｚヨモギモチ蓬餅
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別表２佐仁方言の複合名詞のアクセント資料
クチロ「kuoCji」
クチ＋ビルロ＋びる
クチ＊タシロ*出し
クチ+モトロ＋もと
チ血「cji」
チ+マメ血+豆cji｢ｍａｗｌ ｢kuoCji｣biru
｢kuoCji｣zjasji
｢kuoCjimutuキ木「xl」
キ＋ノポリ木+登り「xl｣no:ｒｉ
キ*ハコ木*箱「xlUbaku-?？ ハナ鼻ｐａ｢､ａ
ハナ+イキ鼻+息ｐａ｢､a，iKi
ハナ*カミ鼻*紙ｐａ｢nagamiテ手「tl」
テ+カゲン手+加減ｔｌ｢gukuru(手心）
テ+サグリ手+探りｔｌ｢saduri[sic.］
テ*フクロ手*袋ｔｌ｢bukuru
ミギ右、i｢giri
ミギ+ウデ右+腕ｍｉ｢gitLmi｢giridL
mi｢ｇｆｕｄｉ
ミギ+ガワ右+側ｍｉ｢gibuCji
ミギ+ヒダリ右+左ｍｉ｢gipizjari
ミギ+マワリ右+回りｍｉ｢gima:ｒＬ
ｍｉ｢gimlguri(右巡り）
上火「Ｍａ｣ＣＩ
上＋アソビ火+遊び「Ｍａ｣Craslbi
上＊タネ火*種ｐｉ｢zja：
上*ハシ火*箸ｐｉ｢basji
上*ハチ火*鉢ｐｉ｢baku(火箱）
ミズ水ｍｌ｢ｚｌ
ミズ+アビ水+浴び、l｢zrawl
ミズ*クスリ水*薬、l｢zlgusurL
ml｢zlkusuri
ミズ+ムシ水+虫ｍｌ｢zlmusji
メ目「ｍｌ「
メ*サマシ目*覚まし、l｢za:[sic］
メ＊タマ目＊玉ｍｌ｢｡a：
ユ湯「ju「
ユ*サマシ湯*冷ましｊｕ｢zasji
ユ＊トーフ湯*豆腐ｊｕ｢do:pｕ
ヨコ横ｊｏ｢ｋｏ
ヨコ＋アルキ横+歩きｘ(jo｢ko，akki）
ヨコ＋イト横+糸ｊｏ｢ko(ツムギの)，
ｊｏ｢koito
ヨコ＋ミチ横+路ｊｕ｢gamiCji(歪道）
ス巣「sl」
ス*ハコ巣*箱ｓｌ｢baku
ハ歯「pa」
ハ*クルマ歯*車ｐａ｢guruma
ハ＋ミガキ歯+磨きｐａ｢migaki
イシ石，i｢sji
イシ＋アタマ石+頭，i｢sjiMCji
（haECji＝頭）
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ヤマ+ノポリ山+登りｊａ｢:no:ｒｉ
ヤマ＋ミチ山+道ｊａ｢miCji
石+臼，i｢sjfusl
石+蹴り，i｢sjigeri
石+段，i｢sjidaN
イシ＋ウス
イシ+ケリ
イシ＋ダン
カタ肩ｋａ｢ｔａ
カタ＊クルマ肩*車ｘ
カタ＋タタキ肩+叩きｐｉ｢ki，uCji
（pi｢ki＝こり）
カワ川「ho｣ｒａ
カワ*キシ川*岸「ho｣raNbuCji(土手）
カワ＋アソビ川+遊び「ho｣ra，aslbi
カワ*サカナ川*魚「ho｣ra,jｕ
アカ赤'a｢ka(Cf.，a｢:ka＝赤い）
アカ＋トンボ赤+とんぼ，a｢:ju:za｣Ｎ
（cfju｢:za｣N=とんぼ）
ナツ夏、a｢ＣＩ
ナツ+モノ夏+物、a｢CImuN
ナツ+ヤスミ夏+休み、a｢CIjaslmi アカ+ハダカ赤+裸ｘ(pa｢｡a＝裸）
アメ雨，a｢ｗｌ
アマ*クモ雨*雲，a｢wlguo
アマ＋ミズ雨+水，a｢ｗｌ,'a｢umlzl，
，a｢ｗｌｍｌｚｌ
アメ＋モヨー雨+模様，a｢umojo：
アシ足ｐａ｢ｇｉ
アシ+アト足+跡
アシ+オト足+音
アシ＋クビ足+首
pa｢grato[sicJ
pa｢gfutu
pa｢giNKubi
イロ色，i｢ru,，i｢ｒｏ
イロ＊カミ色*紙,i｢rogami
イロ＊カワリ色*変わり,i｢roga:ｒｉ
イロ*シロ色伯,i｢rozjiru
クロ黒Ｋｕ｢ｒｕ
クロ*サトー黒*砂糖ｋｕ｢ruzatasa｢ｔａ
クロ＊ヒカリ黒*光りｋｕ｢rupikkari
サル猿ｓａ｢ｒｕ
サル+マワシ猿+回しｓａ｢rumawasji
カワ皮「ho｣(肌,木の）
カワ+ムキ皮+剥き「homugi
カワ＊クツ革*靴（新)ka｢waguCI
ナベ鍋、a｢ｂｌ
ナベ+モノ鍋+物、a｢blmuNハナ花ｐａ｢､ａ
ハナ*サカリ花*盛りｐａ｢nazakari
ハナ＋タバ花+束pamataba マエ前「､l｣：
マエ+ウシロ前+後ろ「mlUFusji
ヤマ山ｊａ｢：
ヤマ+イヌ山+犬ｊａ｢:'inu
ヤマ+カジ山+火事ｊａ｢:Kwazji
ムカシ昔、u｢kasji
ムカシ*ハナシ昔*話、u｢kasjibanasji
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ウシロ+アシ後ろ+足Ｆｕ｢sjiNpagiチカラカ「CjioKja｣ｒａ
チカラ+シゴトカ+仕事
「CjioKja｣rasjigutu
チカラ+モチカ+持ち「CjioKja｣ramuN(者）
タマゴ卵ｔａ｢:ｇｏ
タマゴ*サケ卵*酒ｔａ｢:gozE：
タマゴ+ヤキ卵+焼きtangojaki
タカラ宝ｔａ｢kara
タカラ＋クジ宝＋くじｔａ｢karakuzji
タカラ+モノ宝+物ｔａ｢karamuN
アブラ油，a｢bura
アブラ＊カミ油*紙'a｢buragami，
，a｢burakabi(古）
アブラ＊クスリ膏*薬,a｢buragusuri
イノチ命「Nju｣Cji
イノチ*カケ命*懸け「Nju｣Cjigake
イノチ*ツナ命*綱「Nju｣Cjizlna
イノチ+シラズ命十知らず
「Nju｣Cjislrazl(長寿者）
ココロ心ｋｏ｢:ｒｏ
ココロ＋イキ心+意気ｘ
ココロ＊カケ心*掛けｋｏ｢:rogE：
マクラ枕ｍａ｢kura
マクラ＋カバー枕+カバーｍａ｢kurakaba：
マクラ+モト枕+元ｍａ｢kuramutu
ヒダリ左ｐｉ｢zjari
ヒダリ＋ウデ左+腕ｐｉ｢zjaridI(左手）
ヒダリ＋カタ左+肩ｐｉ｢zjarigata
ヒダリ＋マワリ左+回りｐｉ｢zjarima:rｉ
ウシロ後ろＦｕ｢sji
－５７－
Hosei University Repository
